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アメリカ南西部への地質の旅

鈴木尉元1)

まえがき

4年に1回各国まわりもちで開かれるInternatlona1

Geo1ogica1Congress(万国地質学会議)の折には,10日

間にわたる総会やシンポジウム･講演会の前と後に,10

日前後のひじょうにながい巡検がおこなわれ,同会議の

重要た行事の一つになっている｡今回のWash亘ngton

D.C.の会議の前後にも,遠くはアラスカ,さらに南極

にまで足をのほす巡検が計画された｡しかL残念なこと

に,最初計画された多くの巡検が,その後の段階で多数

取り消されてしまった｡これは,それらの巡検の参加費

が高かったために参加者が少なく,実施カミ困難にたった

ためとのことであった｡

私は,この機会にアメリカ西部の地質を実地に勉強し

たいということで,Texas北西部のE1PasoからNew

Mexicoを通り,ArizonaのTucsonにいたるいわゆる

BasinandRange地域の巡検に参加を申しこんだ(第

1図)｡幸い,この巡検は無事に実行された｡私がこの

巡検を選んだ理由は,先人によって指摘されてきた太平

洋の両側の地質構造発達過程の平行性を,自らの目で確

かめることであった｡そのために,造山帯を横断するで

きるだけ長いコｰス選んだ｡ちたみに,この巡検は,コ

ルディレラ造山帯東部を東西に約400㎞横断するもので

あった｡さらにこの種の巡検では,Lほしば地質は二の

次で,観光その他の比重が大きかったり,リｰダｰに人

をえず,現地案内が的確におこたわれなかったりする例

をしばしば耳にするが,このコｰスは,一般の観光地に

遠く,気候や地形的た条件もかなり厳しいので,リｰダ

ｰも地質に熱心な人であろうということで選んだ｡

巡検の結果は,この小文をおよみいただげれぽよいの

であるが,小じんまりした巡検で,たいへんに優れた野

外地質家のリｰダｰのもと,最高の勉強をさせてもらっ

た｡巡検参加者相互の人間関係もよく,巡検を楽しむこ

とができた｡この機会に巡検のリｰダｰであったUSGS

のHara1dDrewes氏,巡検に参加されたFin1andの

AsoAkademiのCar1Eh1ers氏,Portuga1のUni･

versityofCoimbraのAnaM.R.Neiva氏,西ドイ

ツのEvaKainka-St註nickeさんに感謝する｡また巡検

第1図BasinandRangeの景観｡AnimasMts.から東方

LittleHatchetMts･を見私

1)地質情報センタｰ

1990年1月号

を蔭で支えてくれたUniversityofTexasatE1Paso

のMichae1H.Sandidge君にも感謝申し上げる｡

巡検コｰスの地質の概要

この巡検は,Texas州の西端に位置するE1Pasoから

NewMexico州南部のLasCruces,Demingをへて

Arizom州南部のTucsonにいたるもので,Mexicoと

の国境近くを東西約400㎞,日本でいえば,東京から京

都にいたる位の距離にわたるものであった(第2図)｡

この地域は,地質的には,北方去Co1orado台地,東

方をTexasから東にひろがるGu1fCoastの台地に画

されるCordi11era造山帯に属する｡この造山帯は,Tuc∴

sonの西方さらに約300㎞にもわたり,我々の巡検は,

この造山帯の東部を横断するものであった(第3図)｡地

形的には平坦た台地の上に,北西一南東ないし南北方向

の山地たいし丘陵がほぼ当間隔に展開するBasinand

Rangeをだしている｡

地質は,下は先カンブリア系の中部原生界から第四系

まで,様ざまた時代の地層や岩石カミ分布している｡Ba-

Sin地域は,ほとんど更新･最新統の礫岩･砂岩におお

われている｡山地･丘陵地域には,上記の様ざまな時代

キｰワｰド1アメリカ,コルディレラ,IGC巡検�
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第2図北米南西部の地質図と巡検ルｰト(Geo1.HighwayMapComm.,A㎜er.Assoc.Petro1.Geo1.,1967による)｡

の地層･岩石が分布するが,もっとも広く分布するの

は,第三系の火山岩･火山砕屑岩である｡時代は,暁新

世から鮮新世にわたるが,漸新世ないし中新世にわたる

ものが多い｡たお,これらにともなって,花嵩岩類も見

られる｡また第四紀の火山岩が広く発達するところもあ

る｡ついで白亜系が広く分布する｡それらは,礫岩･砂

岩･頁岩だと陸源性砕屠岩が大部分である｡火山岩もは

さまれる｡白亜紀後期の花嵐岩類も見られる｡三畳系･

ジュラ系は,ひじょうに限られた分布しか示さ肢い｡古

生界は,カンブリア系からペルム系まで各時代の地層カミ

発達するカミ,東部から西部に向かって多くの不整合がさ

まれるようにたり,西部ではオルドビス系･シルル系の

発達が見られない｡古生界は,カンブリア系は砂岩で特

徴づけられるが,それより上位層は石灰岩･頁岩によっ

て特徴づけられる｡

このBasinandRange地域は,基本的には正断層に

よって限られた地塁･地溝構造をなすと考えられてい

る｡Basin地域の構造は一般に緩傾斜である｡山地や丘

陵地域の構造も,局所的に摺曲が発達し急傾斜を示すこ

とがあるものの,全体的には地塊的た構造で傾斜はゆる

い｡なお,リｰダｰのHara1dDrewesは,衝上断層や

水平ずり断層の存在をひじょうに強調していたが,これ

は小数意見のようである｡このCordi11era造山帯の主

要な造構運動時は,白亜紀と暁新世とされている(Dre-

wes,1978)｡しかし,先カンブリア系から第四系までの

間に,顕著た傾斜不整合は発達したい｡
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第3図北米の地質構造図｡

Tucson北方一東方のSantaCata1inaMts.やRincon

M仁s.には,片麻岩ドｰムが発達する｡この形成時代につ

いては様ざまな意見カミあり,中新世ないし中新世後とい

う意見もある(G.S.A.Memoir,153)が,その最初の形成

はジュラ紀後期から始新世のCordinera造山期のもの

と考えている(Drewes,1989)｡RincornMts.では,核

部は原生代から顕生代の様ざまな結晶質岩からなる｡そ

の中にContinenta1花嵩閃緑岩がある｡その大部分は

白亜紀後期一暁新世のものと考えられている｡

巡検日誌

6月28目

7時に,E1PasoのHo1idayInnM亘d-Cityのレス

トランで朝食｡continenta1と注文したら,Danishと称

するあげパンが出てくる｡国によって,同じ名でも別の

ものであることを知る｡

食後,今日の集合場所が最初に連絡のあったHi1ton

Hote1か,2度目に連絡のあったRamadaHote1か,

通知の文章からは判断できかねたので,両方のホテルに

電話をいれるがわからない｡巡検参加者は,前日から宿

泊していることが望ましいと書いであったので,リｰダ

ｰのUSGSのDrewesが宿泊しているはずであると思

って電話したのであるが,その気配がたい｡仕方がない

ので,タクシｰをたのんで空港ちかくのHi1tonHote1

へ荷物をかついで出かげる｡しかし,ここにはDrewes

1990年1月号

は居らず,巡検について何も聞いていないとのこと｡空

港からRamadaHote1に電話するカミらちがあかない｡

仕方がないので,タクシｰで同ホテルに出かげてみる｡

すると,ここにDrewesの置き手紙があり,その指示に

したがってBassettAirportImへ向かう｡ここには,

すでに巡検参加者2名が来ており,リｰダｰは今日の午

後来ることを知る｡2名は,フィンランドのCar1Eh1ers

とポルトガルのAnaM.R.Neiva.Neivaの部屋に集

まり,今日これからどうするかを相談｡Eh1ersは50歳

前後の男性,Neivaも同じ位の年格好の女性｡

宿の親父とも相談して,タクシｰをやとい,E1Paso

の市内見物をすることにする｡2時間1人$10を電話で

契約｡

しばらくしてタクシｰが来る｡運転手,小生らの意向

がわからずもたもた｡観光客を案内する名所をほとんど一

知らたい｡市内見物をする観光客などほとんど来ないの

であろう｡結局,EIPasoMuseumofArt,American

Museumを見学,ついで市背後のFrank1inMts.中腹

のsc1nicdriveを走り,EIPaso市街,市の外縁を流

れるRioGrandeを見おろす(第4図)｡灌木がわずかに

生えているが,緑のほとんどない灰褐色の世界｡はるか

にメキシコ国境近くまで来たことを実感する｡帰途,昔

のとりでを利用したFortB1issMuseumを見て宿にも

どる｡契約の時間を15分超過して運転手にごねられ,1

人$!5とられる｡AmericanMuseumは,ElPasoの代

表的た文化施設のようで,欠きた建物であるが開設して�



一30一

鈴木尉元

第4図FranklinMts.の中腹からE1Paso市街を見おろす｡

遠方にメキシコ領のSierraJuarezが見える｡その間

の国境ぞいにRioGrandeが流れる｡

第5図巡検参加者に地質の説明をするLeMone氏(右端)｡

左から西ドイツのEvaKainka-Stanicke,ポルトガ

ルのAnaM.R.Neiva,フィンランドのCar1Eh1ers･

E1PasoのBassettAirportIm前にて｡

いるのはその一部｡立派た遺跡の写真もあるが,展示は

貧弱｡インディアンの肖像画など多数あるが稚拙｡イン

ディアンを西部劇のようだ悪役として扱っているのが気

にたる｡美術館はヨｰロッバの中世以来の絵画が主｡メ

キシコのキリスト教絵画も多い｡シケイロスらの小品も

ある｡規模は小さい｡

宿にもどって,すぐ前にあるレストランで昼食｡$8の

ビフテキ｡そのあと近くのスｰパｰマｰケットがまとま

ってあるようた欠きた商店街に買い物に｡ここであらか

じ｡め用意しておくようにいわれた水筒を買う｡

Drewes,2時半につくというが,これは空港への到着

時間とのこと｡3時すぎ,西ドイツからの巡検参加者

EvaKainka-St身nickeが来る｡Kainkaは30代中ほの女

性｡Drewesもようやく見える｡彼,Kainkaを空港で

迎えたという｡結局,今回の巡検は男性2名,女性2名

のこじんまりしたものであることを知る｡

Drewes,不手際が目立ったので,チャランポラソた人

かと思ったが,そうでもたさそう｡なかたか気骨もあり

安心する｡60歳をとうに超していると思うが,よくしゃ

べる｡資料を配り,今回の巡検の概要を説明してくれ

る｡親父さんのWemerはアメリカで成功した画家で,

巡検案内書には,その手にたるインディアンの木版画が

のせられている｡バウハウスの運動に関係していて,彼

自身もドイツ生まれ｡2歳の時アメリカヘ来たという｡

7時半頃ふたたび集まることにきめたが,45分頃にた

る｡車で近くのSteak&Abeへ夕食に出かげる｡欠き

た木を使った風格のある店｡ステｰキとサラダ,ワイン

を飲みなカミらの食事｡10時ちかくまで雑談｡ここで自己

紹介だと｡

Eh1ersは構造地質が専門であるが,地球化学にも興

味があるという｡フィンランドの原生界を研究している

が,グリｰンランド,アイスランド,キプロスにも足を

のばしている｡中国に昨年出かげたという｡Neivaは

地球化学が専門｡アメリカは3度目｡今回の巡検では鉱

床見学に期待しているという｡Kainkaは石炭地質を研

究してきたという｡

Drewesの提案で,これからはirstnameでよぶこ

とにたる｡DrewesはHara1d,Eh1ersはCar1,Neiva

はAna,KainkaはEva,小生はYasu｡どこかの国の

元総理と同じでいやた感じがするが,仕方がたい｡Yasu

がYashiに聞こえる｡

10時頃宿にもどる｡明目はCar1と相部屋ということ

にたる｡

6月29日

朝,テレビに付いている時計で,7時頃起き出すが,

まだ日の出前｡小生の時計で3時間すすんでいることを

確認して一眠り｡

8時ちかくに起きて外に出る｡Hara1dに出会い,立

ち話｡8時すぎ宿のまえのレストランに朝食に出かけ

る｡女性方はしばらくして来る｡各人注文して朝食をと

る｡昨夜の宿泊費と朝食代は巡検参加費に含まれておら

ず,朝食後に各人支払わされる｡

しばらくして,UniversityofTexasatE1Pasoの

LeMone先生,学生一名をつれてバンで来る(第5図)｡

大変にふとった髭を生やした60歳位の老教授｡学生は,

これからずっと一緒に行動することにたるMichae1H.

Sandidgeで通称Mike｡大学院のドクタｰコｰスに在

籍中とのこと｡

9時30分すぎに出発｡LeMone自身が運転｡RioGr一

地質ニュｰス425号�
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andeを渡って,メキシコのJuarez市へ｡RioGrande

は,名前に似合わだい小競模た河｡メキシコヘの入国は

どうということもたい｡しかし,反対側にはトラックの

長蛇の列｡5分走っても切れたいほど｡Juarez市をは

ずれて,飛行場のそばを通り,右折｡しばらくすると未

舗装のガタガタ道に入る｡スラムがあちこちにある｡ひ

どい貧しさ｡日干しレンガ造りはよい方｡

CerroBe1a地域の遣をたどり,SierraJuarezへ入

る｡途中で道に迷い,引き返したりする｡11時ちかくに

第1露頭につく｡この地域には,下部白亜系のAptianか

らA1b五anのCuchmo,Benigno,Logrima,Fin1ay,

De1Norte層からなる向斜構造が発達するが,その東翼

を見る｡主として石灰岩からたるが,Cuchi11o層は砂岩

･頁岩,Logrima層は頁岩･泥灰岩,De1Norte層は

頁岩をはさむ｡層厚は約800m｡

ついで,塊状のFin1ay層のつくる小規模た背斜構造

を見る｡堆積性の地ヒり構造を思わせるが,構造性のも

のという｡

12時まえに昼食｡レストランでつくってもらったサン

ドイッチ,ポテトチップス,りんごのデザｰト｡

食事を終り,車にもどる途中に礫岩の露頭｡Cuchi11o

層の基底には,砂岩･礫岩がしばしば発達するが,それ

が見られるとの説明｡この地域は,全体として複向斜を

だしているという｡Lかし,東西両側の地溝に接した一

種の地塁をたしているのであるから,全体としては複背

斜を形成しているといえよう｡

山道を峠へ向かって進む｡途中でC1amsと称する200

～300mの浅海に棲む植物化石を見る｡石灰藻と共生｡

LeMone,この地域全体の地質を説明してくれる｡彼,息

を切らせて,上り道はいかにも苦しそうであったが,途

中で引き返す｡Anaも,もう少し上まで上るが,やは

り途中で引き返す｡峠からは西方にF1ores向斜とよば

れる開いた向斜構造が見られる｡

車のところまで下るのに30分近くかかる｡さっそく冷

えたコｰラを振舞われる｡暑いなかでの山歩きだったの

で,たいへんうまい｡上りと別のコｰスをとり山を下る

が,途中スラムがつづく｡

Juarez市内に入り,絵葉書を売っている店をさがし,

樹陰で手紙を書き,郵便局をさがし投函｡Ana,スペイ

ン語で切手の交渉｡

4時40分頃R五〇Grandeを渡り,国境をこえる｡各人

のパスポｰトとビザを厳しくチェックされる｡LeM㎝e

の買ったテキｰラに対して,税金の支払い｡

E1Pasoにもどり,UniversityofTexasの広いキャ

ンパスに入り,ここを模式地とする始新世のCampus

Andesiteを見る｡42Maの放射年代がえられていると

1990年1月号

のこと｡キャンバスのはずれから,RioGrandeをはさ

んで,南西方対岸のメキツコ領の今日見てきたSierra

Juarezの地質を遠望｡

5時半頃,E1Paso北部のFrank1主nMts.の中腹の

見晴らLのよいところまで車で上り,樹陰でLeMone

からこの付近の地質の説明がある｡興味深い話で,活発

た質問｡

6時15分頃宿にもどる｡今日のまとめを少々書いてか

ら,皆で宿のまえのレストラソヘ夕食に出かげる｡ビｰ

ルを1本のんで食事｡そのあとアイスクリｰムを食べに

いこうとのHara1dのさそいで,500mほど歩いて専門

店に｡様ざまた種類のものがある｡若い人が大勢来てい

て,にぎわっている｡アメリカのアイスクリｰムはおい

しい｡目方を気にしながら,注文した小さいのを食べて

雑談｡

9時半頃宿にもどり,今日のまとめを書く｡

6月30目

5時45分,Car1の腕時計の目覚しで起床｡今日の巡

検地であるFrank1inMts.に関するしeMoneの論文を

よむ｡昨夜眠くてよみきれたかったもの｡よみ終って洗

面｡6時15分頃,宿のまえのレストラソヘ朝食に｡

朝食後,LeMoneとMiヒeが車で来る｡荷を積み込

み,7時半頃出発｡

!5分ほどで,Frank1inMts.の東斜面が遠望できると

ころで,この山地の地質の概要の説明(第6図)｡下部の

茶褐色部は先カンブリア系,その上にオルドビス系の

E1Paso層群が不整合に重なる｡断層で大きくずれたり

していて,手前にはE1Paso層群が先カンブリア系と

同じ高さにまで落ちている｡この山地は,一昨年AAPG

の10月号の表紙を飾ったという*｡

ついで,Frank1inMts.のほぼ中央を東西に走るTra-

ns-MountainRoadに入る｡ここで,この地域の先カ

ンブリア系最下部のCastnerMarbIe,diabase,つい

でgranite,ap1ite,pegmatiteの貫入する好露頭を見る

(第7図)｡CastnerMarb1eは原生代中期の地層である

*AAPGBu11Iv.72,No.10(1988)の表紙には,Frank1in

Mts.南都を南方から見た写真がのせられている｡その説明に

よると,このBasinandRangeの断層地塊構造地域に属す

る山地には,オルドビス系下部のE1Paso層群が連続して

457mの厚さで発達する｡本層群は,テキサス州西部g地下に

発達する万油を多産するE11enberger層群に対比される｡

E1Paso層群は,オルドビス系上都のMontoya層群に不整

合におおわれるが,この不整合にともなって形成されたカル

スト堆積物が,E11enberger層群の石油貯溜に重要な役割を

はたしているということである｡�
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第6図Frank1inMts.の東側中央部の地質｡下の赤褐色部は

原生界,上部はオルドビス系下都のE1Paso層群｡右

手前の地層もE1Paso層群で,断層で変位したもの｡

が,ケスタ地形をつくり,中国のSin{anを思わせる｡

薄青緑色の層状をしたひじょうにきれいな岩石｡接触変

成作用でざくろ石ができている｡道路ぞいに西方に走

り,Thunderbird層群の小礫岩を見る｡

Trans-MountainRoadをはずれてStateParkRoad

へ｡ここで,Frank1inMts.の中央部には,ペルム系ま

でが発達Lていることを,地質を遠望しながら説明｡こ.

こでLeMoneに分かれる｡自身車を運転してE1Paso

にもどられる｡飾らない人柄で,親切な好い人であった｡

ここからLasCrucesへの道を北上し,途中でNew

MexicoStateUniY.にC1emons氏を訪ねる｡その

間,始新世のCampasAndesiteや更新世の玄武岩の

｡indarconeが,この付近のそちこちに分布することを

Hara1dにきく｡

大学を10時半頃出発｡15分程して,LasCruces西方

の見晴らしのよいところで遠方に分布する山地や丘陵の

地質の説明｡

LasCruces東方のOrganMts.は,カンブリア系～

ペルム系の上に上部白亜系,暁新～始新統が不整合に重

なり,始新～漸新統の安山岩,中新統の玄武岩･安山岩

が分布する(第8図)｡漸新世(32Ma)の花嵩岩,漸新世

(33Ma)のカルデラが発見されている｡

LasCruces北西方のS呈errade1asUvasは,始新

統の上に漸新統(35Ma)の流紋岩,漸新･中新統の玄武

岩質安山岩が分布するが,それらはコｰルドロンを形成

している｡

Hara1dはさかんに圧縮といって構造を説明するが,

この付近は地塊運動が顕著で,むしろ展張構造とみた方

がよいと思った｡

上記の説明のあと,国道10号線を西方に走り,Dem-

ingに入り,国道ぞいのGrandMotorImに到着｡荷

第7図FranklinMts･に分布する原生界最下部のCastner

marb1eを花開岩類が貫く｡

を降ろした後,C1emonsともども一階のレストランで

昼食｡途中からニュｰメキシコ鉱山鉱産資源局のTho-

mpson参加｡水晶体をとったためであろう,分厚い眼

鏡をかけた40代の太った人｡食事中,C1emonsから,

この地域の火成活動,地殻構造のことなどを聞く｡Rio

Grandの西側は火成活動が活発で,白亜紀以後,様ざま

た火成活動がおこなわれた｡また,白亜紀海浸もRio

Grand付近にまで及び,西方に非海成層になる｡地殻

も西側に急にあつくたるという｡

1時15分頃出発して,D舳ingの目抜き通りを一巡

し,午後の巡検地F1or三daMts.の地主の家をさがし出

し,同行を依頼する｡Demingの市街は,各通りに金属

名がつげられていて,周辺に鉱山の発達を思わせる｡巡

検に同行するのは,40前後の日焼けしたたくましい女主

人｡自身小型トラックを運転して先導してくれる｡途中

で後続車を見失い,引き返すが,すぐに見つけてもとの

道へ｡

2時ちかくF1oridaMts.の麓につき,地質図をひろ

げてCIemonsのこの山地の地質の説明(第9図)｡基盤

は先カンブリア代のSyenite,その上にカンブリア系の

B1iss砂岩,オルドビス系のE1Paso層群･Montoya

層群,シルル系のFusse1man泥灰岩,デボン系のPer-

cha頁岩カミ重たる｡北方にはこの上に･始新統の安山岩火

山砕屑岩,さらに北方には中新統の流紋岩が分布する｡

たお,ここからは見られたいけれども,ミシシッピｰ系

･ヘルム系･白亜系も分布する｡

説明後,谷間のひどい道を女主人の先導で進む｡ここ

は私道で,入口に鍵がかげられていて,地主の許可がた

地質ニュｰス425号�



アメリカ南西部への地質の旅

一33一

WEST･岨川｡｡lm･o11o

岬胎ざ旧欄宅､､二;二派､熾肌榊^船温{燃三｢【鴇1ξ^螂猪｡榊m榊H撒音

�協

�ou^一印H^`����8o.'Il�������������o.o■■���藺…■…d㎞岬一㎞`…�ou^一印■^8�

�一uo〔1^`������㎞パ㎞[=≡国コ��������日`'■.1���【'…81工■�n����

���������������������O.1■'�冊{`…�【1…三

���日1.■●1������������;O■lO`■CP���R…O餉晩1■帥�����

�仙10〔一}…�����������������F皿｡旺由;�����

����������������������皿10〔田E�

���{,��8o1山^������^山｡�^一�������oo一･o“����

�������������^�����u,“0■佃11i'�����

ヨ��6^��冊岬111●喧��������������^“蜆il`�����

���十{“��������������������

6～����0■一●,iI.���一����������������

�����������8^.1�1-1●�����������

�ouoo〔`肚������������}帖…･����������

���'���''�{�“�“'������一h岬11山���帖岬1i一����○ユ160〔冊1�

��簑一����十“十���貼一�冊1･1olll･���～･■汕16����������

������������������冊1…■.{'…�○岬｡n^耐����

�������������“i1����������

�{o〔≡^=���oo`ll,��������������6…･"･冊1�����

��������������������…,■1�^'�^“'i一.■�`o〔帥E

…�������������������o"･9on{����

�'^“o〔6^6���冊岬'巾'��'十'����������������F^ユ`o〔帥E�

��''“^�����■1`o�'"1���������������

���^^'工｡砧�明.ll{��1曲w�1､'ト��日…畑…干…�^'一“.一■���町｡1�.{���������

�[^丁重���������������������し^〒≡�

�百町^OEOU��������������〔1冊〇一〇肺����…on冊`;o����

�������������������oI』…��601■�〔齪亡｡u…�

�������������������山10�o一一���

��������������;o'�10����一01�o;1�■lH“1･`…1��

ヨ�����������������������

口������C･O,1��岬｡㌍北1'��81{●■日,���･･`㎞��ユ砧｡��…������

�E^用甘��;､�“{�■■1一･10･E一●一{����������������`㎞■f帖�E^日甘�

�������������

�肚一^OEOu島�������㎞巳』�������������■帥皿コ『而;�(旺一^〔…ou;�

���������������������1…��

�仙8^…;1〔���������������������』u^^;…1〔�

■o�����������������������

�m,^;;I亡���������������������"i^亜1〔�

�P帥阯1^H����������������������

��〔一ユ����〔�������������■●岨^㎞.���一田川1^■�

������Eo1���`o叩1…������^一〇`…��`…��`…�`���

��曲叩吊���������������������

o������･1[o一一u皿}_�����������`o山■������

�町^^｡����{』｣一〇����������甘明{㎞oo'����冊…㎞,"P肺����

�����������Ho岬…11o一�����������"^H･�

�帥w^HI^H�������������������旧…叩{I･^■}��;廿W^“1^H�

�Hl∬･��o`出i■･`…����^`…����������������

������`㌧計����������ユ{.Holl`1���冊1…一1o[“O“･“…一���川嘔;･�

�1∬1冊I^“��6,“6帖10ユ,�������������������1……1冊■^H�

����冊1■■I`●･…O帖…��砧'I�`…����r■'{■,ト�����{π㎞冊���一■`^o帥����

�回岬0H■^H���������������������○冊0Nl^H�

������������

�■����������������������

�引山一1^N�����������1O�������～"･1…o^O〇一���;1ユ1一■^"�

�一����������������������

�������������������阯｡n帽岬日P����

�〇一00リlO^H���������������������o{o0Hl〔1^H�

������Ho●■o�`筍,�����H'砒H1-OP�����������

��日11��川一｡�,�咄卍'日P��=…甘正一��ω伽J��`■}咄'…�■～仙｡P������ElP冊060����

����`■～咄'…���o`…��������������…州4��

���������������o■;���伽印■�61;����;

������(o.o●�■…1����������������

�����������`…1､������������

�^^m1^^一���������������������〔^m"1^H�

�������������○叱"一����������

�趾����������������������

����������������������冊`･�

���十十÷ト十‡十��“'市モE������������������`

�^阯6,1^^������十f�十'���十“'{����十十“��十十十�3伽趾roぬ“�十十�十,“一��〔^H881^"�

����十十十十r砧���'“'“�����,““���{十“`十'†�����十十““■.���P

���'…o.5{c^■1"����π4����“}卍d������…沽･叩��!{｡.“^■■1.no{1■����

FIGU鵬11St閉tig･･phi･･岨･1五ti｡･di･町･m.fm･k･㎞th…幽b舳…Si･…J･直･･ち

第8図SierraJuarezMts･とChiricahuaM午s･の間の層序対比表｡

第9図F1oridaMts･北部｡左手の小山は先カンブリア紀の花

開岩,尾根をつくる岩石は始新世の安山岩,その下は

オルドビス系のMontoya層群とElPaso層群｡

いと入れたい｡途中馬に乗って牛を追う少女を見かけた

り,かこいの中に馬が飼われたりしていて,西部に来た

感を深くする｡スイッチバックでしか上れない所があっ

たりして,峠に登る｡途中断層にひきずられて露出する

デボン系のPercha頁岩を見る｡峠では,一方にシルル

系のFusse1man泥灰岩,他方に先カンブリア系の花開

1990年1月号

岩が見られる｡この山地にもホｰフィリｰカッパｰ鉱床

があり,女主人も地質にはたいへんに関心をもってい

て,C1emonsの話に興ずる｡

帰途はThompsonの車にCar1と同乗｡彼,国際会

議の巡検で九州大学の岡田博有氏,小川勇二郎氏と一緒

にたったことがあり,よく知っているという｡とくに小

川氏とは親しく,家族のことまでよく御存知｡アメリカ

人らしい,物にこだわらたい愉快な人物｡

5時すぎ,GrandMotorImに帰る｡すぐに風呂に

入り,洗濯｡

そのあと一階ロビｰでThompsonの坑井の話｡要領

をえない話で,すぐに帰ってしまう｡

このあと食事｡ビｰルを2本のみ,鱒と米の夕食｡こ

れはこれまでで最高のもの｡西部劇をほうふつさせるよ

うた男女が入ってきて,面白い雰囲気｡今日午後の女傑

といってよいようた,腹のすわった貫禄十分た女主人と

いい,西部ならではの感を深くする｡

夕食後みんたで町の中心部へ出て,スｰパｰで果物の

買物｡そのあと宿のプｰルわきでさくらんぼをつまみた

がら10時過ぎまで雑談｡そのあと今日の記録の整理｡�
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7月1目

Car1の腕時計の目覚しで5時45分に起床｡ガイドブ

ックの今日の巡検コｰスの部分を拾いよみする｡そのあ

と洗面｡

6時15分にHara1dが声をかけに来る｡朝食にフレン

チトｰストとスクランブルエッグを頼んだところ,後者

にはスパゲッティがついていて,とても食いきれず,大

分残す｡アメリカは何によらず量が多いのに閉口する｡

食事後,車に荷物を積み込み,7時45分頃出発｡ガソ

リンスタンドで給油,スｰパｰで氷を仕入れ,8時すぎ

国道10号線を西に向かう｡

途中は平坦な土地で,あちらこちらに丘陵カミ点在｡第

三紀中頃の火山岩からたるものが多いとの説明｡

8時45分頃VictorioMts､ちかくで降り,地質図を見

たがら説明をきく｡Mts.というが丑といった低い山｡

最上部は始新世のテｰサイド｡その下に白亜系の砂岩･

頁岩･礫岩が分布する｡東西性の背斜構造をだしてい

る｡

9時頃10号線を左折して,81号線にはいる｡すぐに停

車して,道路わきで遠方にちらばる山やまを見ながら,

地質の説明をきく｡

南東方に見えるCedarMts.は,最上部に中新世の玄

武岩質安山岩,漸新世の流紋岩,その下に白亜系の礫岩

･砂岩･頁岩が分布する｡その下位のオルドビス系～ペ

ンシルヴァニア系,さらに先カンブリア系も顔を出して

いるという｡

9時半頃ふたたび車を降りて,南西方に見えるしittIe

HatchetMts.,南方に見えるBigHatchetMts.を遠

望しながらの地質の説明｡

LittleHatchetMts.は,その大部分が白亜系でしめ

られる｡下部白亜系のMojodo,He11,Finish層と上部

白亜系のRingbone層との間には構造的なちがいがあ

り,不整合で接する｡この山地の北方のB1ackMts.に

は,中新世(8Ma)の玄武岩質安山岩が北方に傾いて分

布している｡

BigHatchetMts.は,ゆるい構造をもつ古生層によ

って構成されているが,覆瓦構造を示す｡南西部には,

下部白亜系がゆるい盆状構造をもって分布する｡

10時20分頃南方に向けて出発｡すぐに右折して9号線

を西方に向かう｡途中北方にCoyoteHi11sが見られる｡

この丘陵は,大部分漸新世の流紋岩からたるが,下部に

上部白亜系の安山岩,これを貫く白亜紀後期～暁新世の

花開岩が分布するとのこと｡

11時15分頃Animasの町に入る｡ここでHara1d,今

夜宿泊するアメリカ自然史博物館の南西研究施設に電話

をいれる｡

12時すぎ,9号線を南にそれてAnirnasMts.の谷間

に入り昼食｡そちこちに小さなさぼてんが生えていて,

毛の景観がめずらしく,Car1とカメラで写真になりそ

うな対象を追いかける｡

12時50分頃出発｡最初は道ぞいに歩くが,途中から山

の斜面を上る｡この山地は,カンブリア系のCoronado

砂岩,オルドビス系のE1Paso層群･Montoya層群,

デボン系のPorta1層,ミシシッピｰ系のEscabrosa石

灰岩･Paradise層,ペンシルヴァニア系のHorqui11o

石灰岩,ペルム系のEarp層･Concha石灰岩からた

る｡山にのぼる途中にHorqui11o石灰岩とConcha層

カミ見られる｡後者も石灰岩からたるが,泥灰岩化して灰

色になっている｡谷の向こう側にはCoronado砂岩,

E1Paso層･Montoya層･Porta1層が分布するとの説

明があり,構造がひじ｡ように複雑であることがわかる｡

そのようた構造を明らかにして地質図をつくったHa･

ra1dの野外地質家としての力量に感心させられる｡ため

るように歩かたけれぱ,この乾燥地域でもそのような地

質図をつくることはできないと考えられるからである｡

途中からAnaのリュックを背負い,手をひく｡最初

はEvaが手をひくが,小生が交代する｡そのうちリュ

ックはCar1が代わってくれる｡尾根にのぼり,しばら

く尾根ぞいに歩き,漸新世の花開岩を見る｡日本のいわ

ゆる第三紀花嵩岩と似た岩相で,火山深成複合岩体をお

もわせるもの｡

ここから二手に分かれ,Hara1d,Car1,Eva組は,gy-

psump1ugと称するものを見るために尾根ぞいに歩き,

Ana,Mikeと小生の組は山を降りる｡小生がAnaの手

を引き,Mikeが彼女のリュックを背負う｡途中でAna

の靴がこわれ,Mikeのハンドレンズのひもで応急処置｡

3時15分頃,山を降りたところで,皆一緒にたる｡

3時半頃車のところへもどる｡暑いなかでの行動だっ

たので,ひどいかわき｡ジュｰスと氷水を大量に飲む｡

このあと,皆衝上断層を見に出かける｡Anaと小生は車

に残る｡Hara1dの元気たのにははおどろく｡4時すぎ

皆もどる｡

4時15分頃出発｡谷を出て北方に向い,9号線に出て西

方に向かう｡5時ちかく,道路わきに,中新世(14Ma)

の玄武岩溶岩を見る｡欠きた孔隙のあるもので,ゼオラ

イトができている｡この玄武岩,道路ぞいにかなりの広

カミりをもっている｡

9号線を西方に走り,PoloneinoMts.を横切り,Chi-

ricahuaMts.の麓にでて北上する｡両山地の問にNew

MexicoとArizonaの州界が南北に走るが,Arizonaに

入ると緑が豊かにたる｡州境で山岳部時間から西海岸時

間に変わり,1時間時計をおくらす｡

地質ニュｰス425号�
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策10図ChiricahuaMts.北東部の漸新世の流紋岩｡この地域

はCoronado国有林で,AmericanMuseumofNa-

tura1HistoryのSouthwestResearchCenterがあ

る｡

5時半すぎ,森のなかのCaveCreekRmchに到着｡

今夜の宿泊所｡3部屋つたがった小住宅があちこちに建

つ｡温度計を見ると,この時間でも40℃以上｡かなりの

高さの裏山は漸新～中新統の流紋岩の巨大た岩石の露頭

(第10図)｡たいへん好い環境｡AnaとEva,Car1と小

生,Hara1dとMikeがそれぞれ別の建物の部屋に宿泊

する｡入浴して洗濯｡

6時半頃,車でアメリカ自然史博物館南西部研究施設

に向かう｡谷ぞいに沢をさかのぼるが,途中は大木の茂

る森林地帯｡10分ほどで施設につく｡この施設は,鳥類

･両棲類･哺乳類･爬虫類などの研究施設に図書室があ

り,それに食堂･集会室たどのある母屋,さらに管理人

･研究者･ボランティアの宿泊施設,売店だとが広場を

中心にしてあちこちに建てられている大きなものであ

る｡

ここでHara1d,Car1,Mikeは水泳,Ana,Evaと

小生は散歩｡しかしすぐに鏡カミたり母屋で夕食に｡セル

フサｰビスで,自分のとり分をとり,庭に出ての食事｡

ビｰルのたいのが残念｡

食事を終って,付属施設を見学｡さらに付近を散歩す

る｡野生の鹿が見られる｡

7時半から母屋の談話室で,Hara1dのアメリカ南西

部の地質の話がある｡ここの施設で働く人,また滞在し

ている人も参加｡話の開始は45分頃にたる｡スライドを

使っての専門的た話で,一般の人には難しい内容｡1時

間くらいの話であったが,最後まで残ったのは我われだ

け｡Car1と小生が質問｡Hara1dは,地質図づくりの技量

はたいへんたものであるが,それらを論理的に構成して

全体の体系をつくるのはあまり得意ではたい｡彼のこま

かい観察結果カミ,話のたかにあまり生かされていない｡

1990年1月号

モデルが借り物の感じで,我われがこの数目見てきた地

質学的事実を説明できる体のものではたい｡我々の質問

は,その辺りの矛盾をついたもの｡それに対して長なが

とした反論｡しかし説得性に乏しい｡年をとって自身の

考えを変えるのは難しいであろう｡

10時頃宿泊所にもどる｡途中で,猪が数四道を横断す

るのが見られる｡車をとめ横断し終るのを待つ｡星が満

点に輝きすぽらしい｡

宿にもどって今一目の整理｡10時半すぎ就寝｡

7月2日

いつものようにCarIの腕時計の目覚しで起床｡巡検

案内書の今日の見学地のところをたんとか読み終る｡そ

のあと洗面｡

6時半頃Hara1dが散歩のさそいに来てくれ,Car1,

Evaと小生で付近を散歩する｡

7時15分頃荷を積んで出発｡10分ほどで南西部研究施

設につく｡小売店でAAPGのRoadGeo1ogicMap,

絵葉書を買う｡そのあと朝食｡

8時半頃研究施設を出発して,谷を出て,北方に向か

う｡9時すぎ,HarrisMts.のふもとに到着｡

HarrisMts.の地質は,先カンブリア代の花鵠岩の上

にカンブリア系のCoronado砂岩･Abrigo層,オルド

ビス系のE1Paso層,デボン系のPorta1層,ミシシ

ッピｰ系のEscabrosa石灰岩“arad主se層,ペンシル

ヴァニア系のHarquino石灰岩,ペルム系のEarp層･

Concho石灰岩の順に重たっている｡

斜面を上りはじめるところは,紫褐色のCoronado砂

岩の砂岩･礫岩の好露出がつづき,その上の多少平坦た

ところにAbrigo層の砂岩･頁岩･石灰岩の互層が見ら

れる｡その上の急斜面の露出はPorta1層,Escabrosa

石灰岩であるとのこと｡谷をはさんで南側の斜面に来る

と,Porta1層の出るべきところにCoronado砂岩が露

出｡その問に断層のあることを確認させられる｡斜面を

下る途中でHorqui11o石灰岩を発見｡これはHara1d一

の見落としていたものとのことで,彼の2万5000分の1

の地質図を多少修正したけれぱならたい｡

よい地質図をつくるには,このような乾燥地域でも徹

底的に歩かたけれぱたらたいことを知らされる｡Hara1d

の地質図は,その意味ではもっとも良い地質図の一つで

あろう｡そのようた高精度の地質図を何枚もつくりあげ

た彼の実力はたいへんなものである｡当初はどんな巡検

に改るか心配したが,そんた心配は完全にふっとんでし

まい,こんだ良い巡検に参加できた好運を思うようにた

った｡このようた少人数でも取消にならたかったのも,

Hara1dの実力のしからしめるものであろう｡�
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第11図

FlGUREηSt閉tigmphiocorre1芭t三〇ndi2罫amforthere富｡皿旋榊eentheCh止icahu^Moun-oms,

sou-heas-emA由㎝a,目ndtheW呈｡k㎝burg肛e呂,a血erDrew齪andothers(1982〕.

ChiricahuaMts一からArizona南東部にいたる地域の層序対比表(Drewesandothers,1982)｡

山を下り,水を飲んで10時半頃出発｡この小山で1時

間半ついやしたことにたる｡Anaは,靴が完全でたい

こともあり,車に残っていた｡

北上して10号線につきあたり,ここで西に向かって左

折｡付近は農業地帯｡しばらく走って左折してFort

Bowieの方向に入る｡谷に向かう途中で農業用トラッ

クを運転する男たち2組に会う｡Hara1d車をとめて気

楽に彼らと会話｡

11時50分頃,EmigrantCanyonに入り,樹陰に入り

昼食｡サンドイッチにビスケット様のケｰキ,水をガブ

ガブ飲む｡あつさは午前中はまだそれ程でもない｡

12時半すぎ,Mike運転のトラックの荷台に4人乗せ

られ,谷を上る｡ガタガタ道で,よくつかまっていたい

と振り落とされそう｡10分ちかく走り,これ以上は無理

というところでストッ九ここでこの地域の地質の説明

(第11図)｡

この地域の地質は,先カンブリア系の花崩閃緑岩を基

盤に,HarrisMts.とほぼ同じ層序の古生層が重なる｡

この上にジュラ系のWa1nutGap層,下部白亜系の

Bisbee層群,上部白亜系の礫岩･砂岩･頁岩,上部白

亜系～暁新統の安山岩角礫岩が重なる｡これらを暁新世

～始新世の花嵩岩が貫く｡さらに漸新統の安山岩･テｰ

サイドがあり,漸新世の花嵐岩が貫く｡

谷に入り,狭い谷の両側や足元に先カンブリア系の花

嵩閃緑岩がつづく｡途中,上から流れてきたBisbee層

群基底のG1ance礫岩の転石に注意される｡谷の左手上

方斜面に露出する岩石は,漸新世の花鵠岩ストックとの

説明｡角閃石で32.7Ma,黒雲母で34.2Maの放射年代

をえているという｡花嵩閃緑岩を頗けると下部白亜系

のBisbee層群に属する頁岩が分布する｡両者の境界に

ペンシルヴァニア系とペルム系の石灰岩が分布するはず

とのことで,Hara1dとCar1は確認のために引き返す｡

この谷にそっては,ApachePass断層が通り,この断

層にはさまれて露出するもの｡

石灰岩を確認後,上部白亜系の安山岩火山角礫岩の露

出するところまで谷をさかのぼり,ここから尾根に向か

って斜面を上る｡AnaはMikeとひき返す｡頂上には

暁新世～始新世の花嵩岩のストックが分布する｡ここで

水を補給して下りに｡途中はペンシルヴァニア系～ペル

ム系の石灰岩が露出するが,谷に下る手前から先カンブ

リア系の花開閃緑岩がつづく｡

今日はEvaもかたり弱っていて,途中Car1にリュ
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ックを背負ってもらったりする｡何度も小憩をくり返

し,その度に水を補給して,4時半ちかくにトラックの

ところへもどる｡谷を上りはじめてから3時間40分の行

程｡ここで水を補給し,メロンを食べて一休み｡そのあ

と,トラックに5分程しがみついて谷を下り,乗用車の

ところへ出る｡もと来た道をひき返し,FortBowieに

向かう｡

5時すぎFortBowieの入口につく｡とりでに上る幅

の広い未舗装の道路の入口には木の門があり,鍵がかか

っている｡わきの小さた門を通り,'上り道をゆっくり歩

いていく｡途中で,下部白亜系のBisbee層群のsta-

uro1iteのporphyrob1astの発達する頁岩を見る｡20分

程歩いてとりでにつく｡かたり広い平坦地に,高さ2m

余りの土のとりでが残っていて,中央には米国旗がはた

めいてい札がたわらには小さた小屋が建っていて,中

に7代の指令官やインディアンの酋長ジェロニモの写真

がかざってあり,本なども置いてあるが,鍵がかかって

いて入れたい｡外にはサイン帳が置いてあり,皆でサイ

ンする｡ここでも水を補給｡しばらく休み,15分ほど歩

いて車のところへもどる｡

5時50分頃出発｡途中峠のところで,昔の駅馬車道路

のあとを見る｡馬車がようやく通る程度のガタガタ道

で,昔の旅の困難を思う｡

山を下り,DasCabezasMts.の南麓を西に向かう｡

途中いろいろ地質の話をきくが,つかれていて身が入ら

たい｡最後は居眠りしたがらWi1coxの町に入る｡7時

すぎ,Roya1WesternLodgeにつく｡荷を降ろし,す

ぐにシャワｰをあびて洗濯｡ここはバスタブがたく,シ'

ヤワｰしかあびられない｡

8時頃車で町中のレストラソヘ｡今日は日曜日で,町

は人も出歩いておらず,死んだように静か｡ビｰルを3

本平らげて夕食｡帰途スｰパｰで買い物をして,10時す

ぎ宿にもどる｡つかれたので,すぐに休む｡

7月3目

4時半頃目を覚まL,昨日の記録の整理をする｡

6時45分にみた集まり,昨夜夕食をとったレストラソ

ヘ車で朝食にでかける｡レストランわきには20匹余りも

の猫が遊んでいる｡朝食に,フレンチトｰスト,べ一ヨ

ソ,オレンジジュｰスをたのむ｡フレンチトｰストは,

油でいためたパンが6枚も出てくる｡べ一ヨソは食べら

れず,Evaにうながされて,紙につつんで持ち帰る｡

荷を積み込み,7時半すぎに出発｡ガソリンスタンド

でガソリンを補給して,Wi1coxの町に別れをつげる｡

南西への道を走り,JohnsonRoadにつき,周辺の地質

の説明｡

1990年1月号

北西方のLitt1eDragoonMts.は,カンブリア系の

Bo1sa石英質砂岩･Abrigo層,デポソ系のMartin層,

ミシシッピｰ系のB1ackPrince-Escabrosa石灰岩,ペ

ンシルヴァニア系のHorqui11o石灰岩,ペルム系のEarp

層“oncha石灰岩,ジュラ系のWalnutGap層,下

部自亜系のBisbee層群,上部白亜系～暁新統の安山岩

･砂岩･礫岩,漸新統の流紋岩･安山岩･礫岩からた

る｡始新統の花嵩岩も見られる｡DragoonMts.は,古

生界はLitt1eDragoonMts.と同様な層序であるが,ジ

ュラ系の発達はなく,下部白亜系はBisbee層群,上部

白亜系は流紋岩･安11｣岩,始新統は安山岩,漸新統はテ

ｰサイド･流紋岩･安山岩･礫岩からたる｡ジュラ紀･

後期白亜紀･中新世には花嵩岩の活動がある｡

Litt1eDragoonMts.の地層は変形があまりひどくた

いのに対して,DragoonMts､の地層はひどく変形して

いる｡この変形様式のちがいは,DasCabezasMts.と

HarrisMts.の間,yictorioMts.とCedarMts.の中

問,F1oridaMts.の南部を通り,Frank1inMts.とSier-

raJuarezの間にぬけるほぼ東西の線で境され,この線

より北側の地域は変形カミおだやかであるのに対して,南

側の地域は変形が著しい｡たお,この線が,コロラド台

地とBasinandRangeの地域との境界にほぼ平行する

のは興味深い｡

ここから南方に車を走らせ,DragoonMts.の北西縁

に達し,東方に向きを変えて谷間に入り,9時15分頃木

の下に車をとめる｡ここでトラックに全員乗りかえ,

Miヒeの運転で,ひどい道をふり落とされかねたい勢い

で上る｡10分程でこれ以上行げないところでとまる｡水

をたっぷり補給して山を登りはじめる｡

谷の北西側には原生界の千枚岩･石英質砂岩･礫岩･

花嵩閃緑岩が露出する｡坂道の途中には,下部白亜系の

Bisbee層群に属する砂岩･礫岩･石灰岩が見られる｡

千枚岩質になっていたり結晶片岩様の部分もある｡Kya-

niteができているところもある｡原生界中部と,白亜

系との境界にそって,中新統の流紋岩が貫入している｡

11時50分頃から12時半すぎまで昼食をとり,少々の休

み｡ついで尾根から約20m下り,下部白亜系のBisbee

層群基底のMorita層の礫岩を見る｡かたりひきのぽさ

れて変形した礫岩｡

谷の向い側の山の斜面には,中部カンブリア系のBo1-

Sa石英質砂岩の露頭が見られる｡この地域では,カン

ブリア系のBo1sa石英質砂岩･Abrigo層,デボン系の

Martin層,ミシシッピｰ系のEscabrosa石灰岩が,

原生界中に断層で落ち込んでいて,その最下部がよく露

出していることを示している｡その北側には,Bo1sa石

英質砂岩からペンシルヴァニア系のEarp層まで発達し�
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.ていて,北東方へのyoungingが見られるという｡Ea-

rp層の分布地域で,悔ゆりとTriticitesの化石を見

る｡

後半は暑く者かたりつかれていたので,予定したコｰ

スをやめて,来た道をひき返す｡今日も2時から3時頃

までは暑くてつらい｡Anaと小生がしんがりをつとめ

る｡大部分下り道であるが,途中がたりの上りがあり,

水を補給しだから休みやすみ進む｡3時頃トラックをと

めたところにもどる｡氷水とジュｰスをしこたま流しこ

み,メロンを食う｡ここでは年中のどかわきの状態｡

10分ほど休んで,ふたたび全員トラックに乗りこみ,

がたカミたの谷道を下る｡下りはMikeかなりゆっくり走

ってくれるが,Evaは必死にしがみついての乗車｡この

問工5分くらいして,乗用車をとめたところにつく｡

3時40分頃出発｡DragoonMts.の北をまわって東北

方の小さた部落に｡店に立ち寄るカ澗じている｡明目は

独立記念目で祝日であるが,その前後は休みのところが

多いらしい｡スｰパｰに立ち寄り,アイススティックを

買って食う｡ついで,個人でやっている小さな博物館に

立ち寄るが,ここも今日は閉じている｡

ついで南方に走り,西方に方向をかえてDragoon

Mts.の中央部を横断する道を走る｡

DragoonMts.中央都ないし北部では,山地中央都に

先カンブリア系と古生界が北西一南東方向に分布,その両

側に中新世のStrongho1dStockとよばれる花崩岩が分

布する｡西側の岩体はWestLobe,東側の岩体はEast

Lobeとよばれている｡峠で先カンブリア系の花嵐岩を

見る｡ついで少し下ったところでカンブリア系のBo1sa

石英質砂岩を見る｡本属は崖をつくるので連続して目で

追うことができ私小し下ったところで車をとめてもら

いカメラにおさめる｡山地を下り平地に入ったところ

で,北方に峨々たる岩山がそびえているのが見られる｡

中新世の花騎岩のWestLobeとのこと｡これもカメラ

におさめる(第12図)｡

5時40分頃Tombstoneに向かう｡6時すぎ今夜の宿

AdobeLodgeにつく｡No.17が女性方,Car1と小生

Nα19｡すぐに洗濯して入浴｡

8時に町のレストランに向かう｡ひじょうに立派た由

緒のありそうなWag㎝Whee1｡入口にHyattEarpの

写真やら古い新聞などがかざってある｡申ではいかにも

アメリカ西部の人らしい4組の夫婦ずれが会食｡大声,

大笑いのにぎやかた食事｡その他もう一組,別室で同じ

ようた会食｡そこにある大きなカウンタｰでは,数人が

グラスを優げて談笑｡欠きた店の割には客は少ない｡

ウエイトレスは2人｡一方は太っちょで他方はスタイ

ルのよい,くったくのたい,いかにもアメリカ西部の女

舞12図DragoonMts.北部の前期中新世の花嵩岩体West

Lobe｡

性｡小生ピｰルにスｰプ｡ついで骨つきビｰフのバｰベ

キュｰを食う｡Car1もEvaも同じ｡これは,この国に

来て食ったもっともうまいもの｡量はひじょうに多い｡

これについているじゃカミいもや豆までは,とても平らげ

られない｡小生ビｰルを3本,Car1は2本,Hara1dは

全然のまたい｡

食事を終り町を散歩｡いかにも西部劇にでてきそうた

雰囲気の町｡あとで聞くと,真昼の決闘は,この町が舞

台だったとのこと｡一軒の欠きたバｰCrysta1Pa1ace

に入る｡カウンタｰに何人がすわっているが,テｰブ

ル席は我われだげ｡ひじょうに欠きた風格のある店だ

のに,客はひじ･ように少たい｡老人一人がカウンタｰ内

でサｰビスしてい乱最盛期をすぎた西部の印なのであ

ろう｡男性はピｰル,女性方はコｰラをのみたがら雑

談｡

宿に帰りすぐにタウソ,とはCar1の翌朝の弁｡小生

帰ったところまでは覚えているが,その先は不明｡

7月4目

今日はアメリカの独立記念目｡8時に皆あつまって,

昨夜食事をしたWagonWhee1へ出かげる｡ここで,

TucsonのJABACo.のJames(Jim)Briscoeに紹介

される｡部下2人を同道｡挨拶の後,この地域の金属鉱

床の話をしてくれる｡Briscoe,恰幅のよい自信に満ち

たいかにも実業家といった感じの人｡

朝食後,宿にもどり身支度をして9時15分頃車で出

発｡5分ほどしてTo血bstone西方の見晴らしのよいと

ころで,この地域の鉱床地質の話｡この地域には,ホｰ

フィリｰカツバｰ鉱床が各地に発達するが,それらはカ

ルデラに関係して形成されている｡カルデラの直径は約

15㎞｡断層落差は約1,500m｡空中磁気探査によってカ

ルデラの外縁を推定している｡現在,地球化学的資料を

地質ニュｰス425号�
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積極的に集めて分析しているとの話｡銀の価格の世界的

た動向と経済状勢との関係の話もある｡

10時すぎ,To㎜bstoneの町の南で稼働しているP.B.

R.Minera1sInc.に出向き,露天掘りを見せてもらう｡

ここは,カノレデラの外に発達するもので,北東一南西方

向の断層に規制された小さた鉱床である｡母岩は下部白

亜系のBisbee層群で,鉱化の時期は白亜紀後期(63～

72Ma)のLaramideOrogenyに関係して形成されたも

のとされている｡構造はかたり複雑たようである｡

スｰパｰマｰケットによってジュｰスで水分の補給｡

ついでカルデラ南東郡にあたるところで,ホｰフィリ

ｰカッパｰ鉱床の露頭を見る｡それに接して珪化した安

山岩が分布｡

11時すぎStateofMaineMiningCo.を訪問｡ここ

は現在銀の値段の関係で操業していない｡植生によって

下の地質を知り,探査Lているとの話｡ついで鉱床露頭

を見る｡

12時半ちかくに宿にもどり,シャワｰをあびる｡その

あと,Tombstoneの目抜き通りへ出て,土産物店をひ

やかしたり,町の様子をカメラにおさめたりする｡かつ

ては銀で栄えた鉱山の町であるが,今は観光客でもって

いる町｡町の中心には馬車が何台がたむろしていて,時

々観光客を乗せて走っている｡

ついで町の博物館へ｡入場料は$1｡かつてこの町を

のし歩いていた保安官やたらず者たちの写真や男女の風

俗資料,さらに鉱山の様子,そこで使われた道具などが

陳列されていて,かつての繁栄の様子をしのばせてくれ

る｡ここで毅初に銀を発見したのはEdSchie丘e1inで,

1877年のことという｡

このあと,かつてこの町が栄えた時代に,女王として

君臨した人カミ経営したという由緒あるレストラソヘ向か

㌔中では,今は落ちぶれているが,かつては華やかた

時代もあったであろう老女性が,自身キｰボｰドをたた

きながら歌をうたっている｡かたわらには,ひも的な

(P)老人が,下手なハｰモニカを吹いて伴奏｡昼食は

tunasandwichとオレンジジュｰス｡

このあと宿へもどる｡他の3人はこの町の墓地へ｡小

生休んだあと絵葉書がき｡

7時半にみな集まってWagonWhee1へ夕食に｡ビ

ｰルをのみ,T-bonesteakとsa1adをとる｡9時頃終

り,町をふらついて宿にもどる｡そのあと,今日一目の

まとめ｡

7月5目

いつものようにCar1の腕時計の目覚しで5時半起床｡

昨夜ひどい雨があったとのことであるが,小生知らずに

1990年1月号

第13図j:一WhetstoneMts.･頂部はヘルム系のConcha石灰岩,

.その下はペルム系のScherrer層,最下部の茶褐色部

はペルム系のCo1ina石灰岩,左手最下部にベソシル

ヴァニア系のHorqui11o石灰岩が見える｡

朝までぐっすり眠る｡

洗顔後,6時15分に皆あつまって朝食にでかける｡い

つものWag㎝Whee1｡ここは朝6時から営業｡60すぎ

ど思われる老女のサｰビスで,いささか気の毒｡フレン

チトｰストにグレｰプフルｰツのジュｰスの朝食｡

宿にもどり,車に荷を積み込み7時15分に82号線を

西に向かう｡途中スｰパｰマｰケットで氷たどを仕入れ

乱WhetstoneMts.東麓の見晴らしのよいところで,

この山地の地質の説明(第13図)｡この山地では,先カン

ブリア代からの地層が単斜構造で重なっていて,遠目に

も層序関係がよくわかり,この付近の地層の模式地にな

っている｡

最下部の地質は先カンブリア代の花開岩,その上にカ

ンブリア系のBo1sa石英質砂岩･Abrigo層,デポソ系

のMartin層,ミシシッピｰ系のEscabrosa石灰岩,

ベソシルヴァニア系のHorqui11o石灰岩,ペルム系の

Concha石灰岩･Sherrer層までを一望のもとに見るこ

とができる｡以上は82号線の北側であるが,南側の山地

では,ジュラ系のCane1oHi11sVo1canicsがConchえ

石灰岩に不整合に重なり,一部でぶづかっている様子

が,山地の頂上付近に見ることができる(第14図)｡

8時半すぎSonoitaの町に入る｡郵便局に行き昨日

書いた絵葉書数枚を出す｡我われがいったので,ゆっく

り窓口をあげるのんびりさ｡1枚｡36｡

ここから82号線をはずれ,北西への道をとりSanta

RitaMts.に入る｡入口付近は牛の放牧場で,カウボｰ

イを見る｡

SantaRitaMts.の地質は,古生層の層序はほぼWhet-

stoneMts.と同じである｡この上に三畳系のMt.Wri-

ghtson層,ジュラ系のGardnerCanyon層･Cane1o�
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第14図

WhetstoneMts.南方のBruceMts.右手の峰はペル

ム系のConcha石灰岩,中央部の尾根はジュラ系の

Cane1oHi11s火山岩類,その下は三畳系のGardner

Canyon層で,Cancha石灰岩に不整合に重なる｡

第15図SantaRitaMts･の下部白亜系Bisbee層群基底の

G1ance礫岩｡陸成で淘汰のわるい礫岩｡

m1s火山岩類,下部白亜系のBathtub層･Tempora1

層･Bisbee層群,上部白亜系のEtCrittenden層･

SaIero層が重た乱これら中生界には,三畳系から上

部白亜系まで火山岩がはさまれ乱

この山地のBoxCanyonに入り,下部白亜系Bisbee

層群基底のGユance礫岩を見る(第ユ5図)｡赤褐色の陸成

の礫岩｡角礫で淘汰はよくない｡毅大40cmちかくに達

する礫もある(第16図)｡地溝形成に関係して形成された

ものとは考えられないかとHara1dに質問するが,そう

ではないとの答｡しかし,この礫は通常の礫岩とは異恋

った成因のものではないか,との印象をもつ｡

ついで,多くの掩獲岩の入った先カンブリア系の花嵩

岩を見,第三紀の流紋岩の岩脈を見る｡

このあとこの山地北部のHe1Yetia地域に入り昼食｡

この付近は,先カンブリア代の花開岩の分布地域｡

第16図G1ance礫岩の岩相｡SantaRitaMts｡にて｡

昼食後,山道をたどり小山にのぼる｡小道のわきにカ

ンブリア系のAbrigo層の頁岩･砂岩･石灰岩,ペンシ

ルヴァニア系のHorqui11o石灰岩を見る｡東方に大きく

ひろがった山地には,先カンブリア代の花嵩岩,カンブ

リア系のBo1sa石英質砂岩･Abrigo層,ペルム系の

Concha石灰岩･Scherer層たとが崖をなして分布する

との説明(第17図)｡巡検案内書には,ここから見たパノ

ラマ写真が掲載されている｡この地域の岩石は鉱染され

ていて,あちこちに緑色の孔雀石が見られる｡鉱石の掘

り跡も見られる｡

山を下ったところで,Anaと小生は車にもどる｡Carl,

Eva,Mikeは,Haraldにひっぱられて,覆瓦構造確認

のためもう一つの小山をこえる山道をたどる｡

皆がもどったところで水をたっぷり補給Lて,3時10

分頃出発｡山を下る途中,道路わきで古第三系の花嵩閃

緑岩の上に古生層がのしあげている露頭を見る｡つい

で,He1vetiaGhostTownと称する古い鉱山のキャン

で跡を見る｡日干しれんがを積み上げてつくられた小さ

た部屋が一列にたらんだ建物｡すでに崩壊Lて,土台と

その上の側壁が残っているだげ｡

このあと,SantaRitaMts.中ほどに分布する上部白

亜系の砂岩･礫岩を見る｡非海成で凝灰質｡ついで裸の

山の斜面で三畳系のWrightson層の流紋岩の溶結凝灰

岩を見る｡この地域はやはり鉱染地帯で,付近には探鉱

･開発のための人一人が入れる位の穴があちこちに掘ら

れている｡古第三紀の鉱化作用という｡

5時ちかく,この山地の南都の谷MederoCanyonに

向かう｡15分程でSantaRitaLodgeにつく｡山小屋

風の建物が林のあちこちに建てられていて,様ざまな鳥

がとび,双眼鏡をもち,バｰドウォッチングをする人が

多い｡すぐに入浴,洗濯｡

6時15分頃GreenVaueyに買い物に｡MederoCan-

yonは標高も高く,おまけに林のなかたのでかなり涼し
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第17図SantaRitaMts.北部｡左手の山地の塊状部は先カンブリア系の花崩岩(Yg),その左側にはカンブリア系のBo1sa石英質砂

岩(Cb)とAbrigo層(Ca),右手の山地も,右手の塊状部は先カンブリア系の花嵐岩,その左側はカンブリア系,手前はペ

ンシルヴァニア系(Ph)･ペノレム系(Ps)｡

いが,GreenVa11eyは周囲に何もない平地にあるため,

ひどい暑さ｡いろいろの店が広場を中心にコの字形に建

てられている一角にあるスｰパｰマｰケットで,夕食の

材料を仕入れる｡

7時半頃Lodgeにもどり,Car1と小生の宿泊する小

屋の外で夕食｡ビｰルをのみ,サラダ,チキンのからあ

げをつまむ｡途中で小雨がパラつき,あわてて椅子を移

動したりする｡9時頃おひらき｡

あとかたづげをした後,今日一日の整理｡そのあとガ

イドブックをよみ始めたが,眠ぐたり10時頃消灯｡

7月6目

5時頃起きてガイドブックをよむ｡外はまだ薄暗い｡

鹿カミｰ四Lodgeのまえをうろついているのが見られる｡

5時半頃にはCar1も起きて洗面｡裏の軒下には砂糖水

がつるしてあるが,それをために時どき蜂鳥が来る｡か

ぶと虫より少し大きい位の小鳥で,羽の回転数の早いの

で特有のうなりがきこえる｡英語ではhummingbird

というのだ,とはCar1の話｡裏の谷には,鹿カミ数匹う

ろついているのが見られる｡Car1は北欧の自然の豊か

たところで育ったせいであろう,動物に対して鋭い目と

豊富た知識をもっている｡

荷を積んで6時半頃出発｡小生,朝食後Lodgeへも

どるものと思い,リュックサックとショルダｰバッグを

部屋に置いたままにしてきたが,そうではたいことを知

り,小生だけMikeの小型トラックでLodgeにもど

る｡荷をとってGreenVa11eyへ｡ガソリンを補給して

いるHara1dの車を見つけ,ともにレストラソヘ｡

このGreenVa11eyは,retireした人のためにつくら

れた町で,客の大部分はお年より｡昨夜のスｰパｰマｰ

ケットの客も同様で,活気がまるでたい｡お蔭で,レス

1990年1月号

トランの朝食は適量でよい｡この問Hara1d,今目見学

予定の鉱山の責任者に電話で連絡をとろうとするが連絡

がとれたい｡結局鉱山見学は明日ということにたる｡

GreenVa11eyから19号線を北に向いTucsonに入り,

今夜宿泊するHawardJohnsonHote1に8時15分頃到

着｡これまでで最高の宿｡荷を降ろし,すぐに出かける｡

途中スｰパｰマｰケットによりAnaρ靴を仕入れるこ

とにする｡一軒は10時開店とのことで,他の店をさが

す｡小生も韓国製の運動靴を買い,日本からのボロ靴を

代える｡$13.5.8時半ちかくTucson東方のRincon

Mts.に向かう｡

20分ほど走り,漸新～中新世のPantano層がゆるく

東方に傾く道路わきのカッティングの上に上り,周辺の

地質の説明｡Tucson付近には大きなサボテンSagua-

roがあちこちに,にょきにょき立っていて,地質の説

明も大サポテソの下でおこたう｡

10時すぎ出発して,平地から山地の谷間に入る｡道路

も舗装道路をはずれ,未舗装のがたがた道にたる｡多少

途中で道に迷うが,8時ちかく目的地につく｡ここで,

小生二の腕の内側を蜜蜂位の大きさの蜂にさされる｡大一

分はれあがり痛むが,たえられたいほどではたい｡Ha-

ra1dにアレルギｰはたいかと聞かれる｡

周辺はContinenta1Granodioriteとよばれる片麻岩

質の花属岩質岩で,かつては先カンブリア代とされてい

たカミ,現在では白亜紀のものと考えられているという｡

このRinconMts.の地質は,先カンブリア代のPina1

結晶片岩･花嵩岩類･Apache層群･輝緑岩を基底にし

て,カンブリア系のBo1sa石英質砂岩･Abrigo層,デ

ボン系のMartin層,ミシシッピｰ系のEscabrosa層,

ペンシルヴァニア系のHorqui11o石灰岩,ペルム系の

Earp層･Concha石灰岩と順次重なり,これらの上に�
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第18図SantaCata1inaMt.に分布する下部白亜系のBisbee

層群の砂岩に発達する小摺曲｡

下部白亜系のBisbee層群が重たり,これらを白亜紀後

期の花嵩閃緑岩,漸新世の花嗣岩類が貫いている｡

山の斜面をのぼるとHorqui11o石灰岩が,Contine阯

ta1Granodioriteと高角の断層関係で接する露頭が見ら

れる｡さらに上方に上ると,小さた摺曲の発達するBis-

bee層群の砂岩が見られる(第18図)｡東方に向い,Apa-

che層群の礫岩を見る｡この礫岩を貫く花開岩類の露頭

も見られる｡この花庸岩類は,漸新世のQuartzMon-

ZOniteで,北方にひろく分布するものの一部であるとの

こと｡

ここから山を下るが,下にはあらかじめまわしておい

てくれたトラックが止まっており,水を補給後,乗用車

のところまで送ってもらう｡山道を下る途中,南方を遠

望Lながらの地質の説明｡この山地南部の山火事が大分

広がっており,今日は火の手も見える｡

山を下って,道路ぞいに先カンブリア代のPina1結晶

片岩に対比されるという石英質砂岩を見る｡花粛岩脈に

より貫かれている｡巨大たサボテンがあちこちに立って

いる｡

4時半頃SaguaroNationa1Museu血に立ち寄る｡

動植物を主とした小じんまりした博物館｡絵葉書を買

う｡

ついでサボテンの生えるたかを歩き,谷間に分布する

Pina1結晶片岩に対比されるしit-par-1itinjectiongneiss

を見る｡途中古生界の石灰岩や頁岩カミ分布するカミ,それ

らは衝上断層による覆瓦構造にともたうものとの説乱

7時すぎHowardJohnsonHote1にもどる｡すぐに

洗濯して入浴｡8時すぎ,Hara1d運転の車でTucson

の町中にあるメキシコ料理店へ夕食にでかける｡ここ

は,メキシコ人の楽士が入っている格式のあるレストラ

ン｡ピｰルをのんでビフテキの夕食｡今日はみんた集ま

る最後の夕食たので,Hara1dはじめCar1,Ana,Eva,

第19図SierritaMts.にあるCyprusSierritaCorporation

のホｰフィリｰカツバｰ鉱床の大規模な露天掘り｡

Mikeにお礼の挨拶をする｡10時頃宿にもどる｡今日一

日の整理をして,11時半頃就寝｡

7月7目

6時にHowardJohnsonHote1に隣接するレストラ

ソヘ朝食に｡7時頃出発｡19号線を南方に向かう｡20分

ほどして道を右に折れ,15分ほどでCyprusSierrita

Corporationにつく｡ここは,SierritaMts･の東部にあ

るホｰフィリｰカッパｰ鉱山で,露天掘りをしている｡

入口で,鉱山へ入るに際しての書類に一サインし,保安帽

を受け取る｡

8時10分頃,案内してくれるDanAikenあらわれ,

すぐに運転席に飛び乗り,現場を案内してくれる｡まず

第三紀花開岩であるRubyStarGranodioriteに胚胎し

ている東の鉱床,ついで67Maのsubvo1canicsとQua-

rtzMonzoniteに胚胎している西の鉱床を見る｡前者は

未だ開発をはじめてそれ程間がたいようで,地表面から

あまり掘り下げられていないが,後者はあり地獄のよう

だ巨大たすりぽち状の穴にたっていて,大型トラックが

はるか下の方にうごめいているのが見える(第19図)｡こ

の地域でも有数の大鉱床で,巨大たプｰルのようだ,鉱

澤の処理場が入口までの道路のわきに広がっている｡

9時半頃見学を終る｡10分ほど走って,Gree口River

のスｰパｰマｰケットヘ水とジュｰスを仕入れにたちよ

る｡

10時すぎスｰパｰマｰケットを出て,19号線を北に走

る｡途中で道を左に折れ,SanXavierMissionとよば

れるカトリックの教会堂へ｡ビザンチン様式の古い教

会｡たかだか風格のある立派なもの｡アメリカ人の観光

客が多い｡中で教会堂の由来がマイクで流されていた

カミ,この地域のインディアソヘの布教のために建てられ

たものであるという｡土産物店はインディアンの女性方

地質ニュｰス425号�
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がやっている｡建物は現在修復中｡

11時15分頃教会を出て,Tucsonに向かう｡途中左側

に見られる小山は,始新～中新統の火山岩類,ぎざぎざ

した山地は白亜系の火山岩類からなるという｡

Tucsonに入り,その南部にあるReidParkにつき,

仕入れてきたパン,チｰズ,ソｰセｰジたどで昼食｡ま

わりには鳥やリスが賑やかに遊んでいて楽しい｡デザｰ

トは桜んぼ｡たっぷり食べる｡

12時40分ちかくに出発｡StateUniversityofArizona

の構内を走る｡StateGeo1ogica1Surveyもこの構内に

あるとのこと｡ついで市の西方にあるTucsonMts.に

向かう｡

中腹の見晴らし台のところでしぽらく待ったところ

へ,StateGeo1ogica1Surveyの30歳申は位の技術老が

あらわれ,Ar1zonaの地質全般の話をしてくれる｡Co1o-

rado台地に直交して一定の間隔でMy1onitezoneが発

達するとの話は面白かった｡あとはプレｰト説に乗った

説明｡

ついで2時10分頃,TheArizona-SonoraDesertMu-

Seumへ｡この博物館は,自然の景観を生かした動植物

中心の博物館で,生きている各種の猫や熊族,水中動物

も見られる｡地質の方は,地下に鍾乳洞もどきのものを

作り,鉱物や化石の標本展示がある｡

4時すぎ帰途に｡途中O1dTucsonのまえを通り,

40分ちかくでHowardJohnsonHote1に到着｡シャワ

ｰをあびて隣のレストラソヘ｡HaraldとMikeはこれ

からE1Pasoに向かうとのことで,お別れのパｰティ

ｰ｡しかし支払いはHara1むEvaがそれはたいへんに

まずい,我われが払うべきだったのにと言う｡それでは

Washingtonで改めて感謝のパｰティｰをしましょう,

ということにたる｡5時半頃別れの挨拶｡これで巡検は

全て終る｡AnaはPhoenixに向かうので,Hara1dの

車に同乗Lて空港へ｡Car1,Evaと小生は,もう一晩

HowardJohnsonHote1にとまり,明朝Washington

に向かう｡

巡検の宿泊所

この巡検で宿泊しだし｡dgeやImは,すべて,同じ

形式の部屋カミずらっと並んだ1階あるいは2階建ての宿

泊所で,各部屋のまえに車をとめ,部屋に直接に入る仕

組みにたっている(第20図)｡鍵は,宿泊所に連続したり,

離れにたっている管理事務所で所定の手続きをした後に

受けとる｡宿泊所に近接して,同じ経営にたるレストラ

ンがあることが多いが,田舎町では,離れた独立したレ

ストランに行がたげれほたらたい｡この種の宿泊所が町

1990年1月号

第20図DemingのGrandMotorIm｡この種のmote1が,

町に入ると街道にそってある｡

の大通りにそって建てられていて,アメリカの地方での

宿泊は,ほとんどこの種のものによるようである｡

部屋にはダブルベッドあるいはセミダブルベッドカミ2

つ並び,バス･トイレが付き,ゆったりしたスペｰスで

ある｡しかし,時にシャワｰのみで,バスのたいところ

がある｡部屋はエアコンディジョン付きで,常時お湯が

出るようにたっている｡テレビは必ずついている｡氷を

入れる容器カミ用意されていて,部屋の外の所定のところ

に行げば,氷をとって来られるようにたっている｡

逓鎚亘皿鋤唖臨醜ge地域の地質の特徴

Texas北西部からNewMexicoをへてArizona南

東部にいたる今回の巡検地は,ひろい平地の中,ところ

どころにポツンポツンと南北たいし北西一南東方向に走

る山地がちらぼるBasinandRange地域である｡これ

らの山地はそれほど高いものでたく,せい畦い500m位

の高さで,山地というより丘陵といった方がよい山地も

ある｡

これら各山地は,先カンブリア代から第四紀の地層･

岩石から構成されているが,それら地層･岩石間には,

多くの層準に不整合が発達する｡

先カンブリア系は,原生界とされるPina1schist,

Continenta1Granodioriteやmetasediments,血etavo1-

CaniCSからなる｡

古生界は,カンブリア系からペルム系まで発達する

が,オルドヴィス系たいしデポソ系問には不整合がはさ

まれ,不整合間の地層の欠除は,東方から西方に向かっ

て大きくたる｡ただし不整合の上下で構造が大きく異た

るということはない｡カンブリア系は砂岩が卓越する

が,上位の古生層は石灰岩質岩や頁岩が卓越する｡火成

活動はほとんど認められたい｡層厚は,東部のFrank1in�
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第21図北米西部の白亜紀後期～新第三紀の火山活動｡濃い模様は安山岩質カルクアルカリ火山岩,淡い模様は玄武岩質火山岩

(Stearneta1.,1979による)o

Mts.で2,000m以上に達するカミ,中部のHarrisMts.付

近では約1,800m,西部のSantaRitaMts.北部では約

1,800mである｡

中生界は,三畳系から白亜系まで発達するが,三畳系

･ジュラ系の分布は限られる｡すたわち,三畳系は,南

西部のSierritaMts.やSantaRitaMts.にのみ分布

し,安山岩･流紋岩だとの火山岩を主とし,砂岩･礫岩

をはさむ地層からたる｡ジュラ系はもう少L分布範囲が

ひろがり,西部のTucsonMts.,SierritaMts.,Santa

RitaMts.から中部のDosCabezasMts.まで分布す

る｡それらは安山岩･テｰサイドだと,火山岩を多くは

さむ砂岩や礫岩からたる地層である｡赤色岩をはさみ,

陸成の部分カミ多いようである｡また東南都のJuarez

Mts.にも砂岩･礫岩からなるジュラ系カミ分布する｡下

部白亜系はBisbee層群に代表され,ほとんど全域に分

布する｡同層は頁岩･砂岩･礫岩だとの陸源性砕屠岩か

らなる｡一部に陸成層をはさんでいる｡上部白亜系も同

様にほとんど全域に分布する｡礫岩･砂岩･頁岩からた

り,安山岩･流紋岩が上位に発達するところが多い｡白

亜紀後期たいL暁新世にかけて,花庸岩質岩の活動も広

くおこたわれた｡

古第三系もほとんど全域に分布するが,始新統はほと

んど東部に限られる｡古第三系は大部分安山岩･テｰサ

イド･流紋岩からなり,礫岩･砂岩をはさむ｡花嵐岩質

岩の活動も各地でおこたわれた｡

新第三系も各地に分布するが,大部分礫岩･砂岩から

たる｡下部中新統の一部に,玄武岩･流紋岩･安山岩が

はさまれる｡

このように,このBasinandRange地域の中生界は

陸源性砕屑岩が卓越することで特徴づけられる｡とくに

礫岩や砂岩だと粗粒た地層の発達が目立つ｡また,安山

岩･流紋岩などカルクアルカリ質の火山岩の発達も顕著

で,とくに上部白亜系に著しい(第21図)｡上部白亜紀た

いし古第三紀初期には,花崩岩類の著しい活動カミ見られ

地質ニュｰス425号�
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第22図E1Paso南東方約20km付近の地質断面図｡

るのも特徴的である｡古第三紀～中新世初期の玄武岩た

いし流紋岩の活動も著しい｡この期の地層は,大部分礫

岩･砂岩だと粗粒砕屠岩によって特徴づけられる｡

このBasinandRange地域の地質構造は,一般に地

塁･地溝構造によって特徴づけられる(第22,23図)｡Ha-

ra1dは,さかんに衝上断層と水平ずれ断層の存在を強

調していたが(第24図),それらは,地塁･地溝形成にと

もたう二次的たものではたいか,と考えられる｡また,

Hara1dは賛成したかったげれども,下部白亜系のBi一

sbee層群の淘汰のわるい礫岩は,地溝形成時に,崖下

に堆積したものとの見地での調査が必要と考える｡

巡検の紹介では,この巡検コｰスは白亜紀から始新世

の造山帯としている｡この時期は,活発たカルクアルカ

リ岩の火成活動がおこたわれ,粗粒た陸源性の砕屑岩が

堆積した時期である｡また非海成の堆積物が次第に量を

ましてくる時期でもある｡このようた特徴は,東アジア

の燕山運動や広島変動とも共通Lている点で興味深い｡

リｰダｰの人となり

巡検において,それを計画し,自ら巡検地を説明する

ことは勿論として,ルｰトの各所に現在その地を研究し

ている専門家を配置し,参加者に心をくばって計画を順

調にすすめるリｰダｰの役割は,大変に大きい｡リｰダ

ｰにより,巡検がよくも悪くもたり,また楽しくもた

り,つまらたいものにもなってしまう｡

リｰダｰは当初USGSのHara1dDrewesともう一

人が予定されていたが,巡検が小規模なものにたったた

めであろう,終始Hara1dが一人で巡検をとり仕切った

(第25図)｡彼は,巡検案内書の文献欄を見ると,当巡検地

域について彼独自のものおよび筆頭著者である地質図を

16葉,USGSProfessiona1Paperに論文を6編,その

他の雑誌に論文を3編も書いている｡このようた実績に
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第23図SanAndresMts.とFrank1inMts.の西方を南北に切る地質断面図｡
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第24図Arizona南東都からNewMexico南西部にいたる地質断面図(Drewes,1978による)｡
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第25図巡検参加の面々｡左からリｰダｰUSGSのHara1d

Drewes,西ドイツのEva,フィンランドのCar1,ポ

ルトガルのAna,助手をつとめてくれたUniversity

ofTexasatE1Pasoの地球科学科大学院生Michae1

H･SandidgeoRincomMts･のふもとにて｡

うらずけられて,巡検は毎日数時問山を歩かされた｡そ

れらは,各地域に分布する地層の岩相と構造の確認,彼

が地質図上にひいた断層,とくに衝上断層の確認に意を

もちいたものであった｡Hara1dの地質図は,1万2000

分の1,2万4000分の1といった,自身の足でかせいだ

ものが多いだけに,自分の調査を追体験させるようたも

のであった｡したがって,この過程で彼の地質図がどん

たに密度のこい調査に裏うちされたものであるかが,実

感として理解でき,彼の地質図がひじょうに信頼度の高

いものであることが,よくわかった｡

しかし,一方では,自身の観察した実感を総括して,

各時期の岩相･層厚,さらに火成活動や各層の地質構造

から,各時代の造構環境をまとめ上げる点に弱さが感じ

られた｡Hara1dの構造地質は,過度に衝上断層や横ず

れ断層に比重を置くもので,最終的にでき上がった現在

の地質構造を,水平圧縮によっていかに説明するかに終

始するものであった｡すたわち,地層の堆積や火成活動

だとの地史的た過程は,彼の体系にはほとんど入ってい

たかった｡せっかく地層や岩石の岩相や分布･構造だと

の観察をしても,それが最終的た彼の体系には生かされ

ていたいわけである｡

さらに,このBasinandRange地域は,正断層によ

って切られた地塁･地溝からたり,一般には展張状態の

造構運動場と考えられているのに対して,Hara1dは圧

縮の造構応力状態が基本と考えているわけである｡この

点で,本質的なものと副次的たものとを取り違えている

のではないか,との質問をあびせた｡

Hara]dは,そのようた批判に対して終始反論し,自

説を頑固に主張し通した｡ごのようた反骨精神カミ,彼を

して自然におもむかせ,立派な地質図をつくることにか

り立てているのかもしれたい｡その点,だましの物わか

りのよさよりも,このようた頑固さは貴重なものかもL

れたい｡また,我われ一人ひとりは,自身の感覚のフィ

ルタｰを通して自然の一面を見ているわけで,各人のこ

のようた矛盾が次の進歩を用意するので,この矛盾は大

切にしなけれほたらたいとも思った｡

Lかし,巡検は各地の自然をできるだけ自身の感覚を

通じて学ぶ機会で,学説を学ぶのが主要た目的ではた

い｡したがって,この地域の地質に精通しているHara1d

の案内にたるこの巡検は,期待できる最高のものであっ

たと思った｡お互いに意見のちがいを討論したことも,

よい思い出にたった｡そのようた討論がたく巡検が一方

的た説明に終始するものであっては,お互いに得るもの

がたくなってしまうであろう｡

この巡検においてHara1dは,自身朝から晩まで車を

運転し,何時問も山を歩きながら我われを案内し,食事

時には積極的に会話をリｰドした｡車の運転中も,左右

の山地の地質の説明を熱心にしてくれた｡朝は,スｰパ

ｰマｰケットで氷やジュｰスを仕入れ,帰りはまだジュ

ｰスや果物を買うといった仕事を終始変わりたくやって

くれた｡最終日には,TucsonからE1Pasoまで,我

われの乗ったレンタカｰを返しにもどっていった｡60歳

をとうにすぎた人とは到底思えたい,精力的な活動ぶり

であった｡精神的に大変安定した人で,いやだ顔ひとつ

見せたことがなかった｡お蔭で巡検は,終始なごやかた

空気のうちに終ることができた｡

たお,WashingtonのIGCの会期中の7月12日に,会

議場ちかくのホテルで,巡検参加者全員によるHara1d

への感謝の昼食会をもった｡

巡検をふり返って

TexasからArizonaまで,北緯32｡付近,日本でいえ

ば宮崎位のところに位置する乾燥地域を東西400㎞,し

かも6月から7月の夏の盛りに走ったのであるから,た

いへんに暑い,またthirstyた巡検であった｡大陸性気

候なので日中は気温が40℃以上にも上り,午前中はまだ

耐えられるのであるカミ､午後は暑さにつかれが加わっ

て,つらい巡検でもあった｡顔には年中日焼けどめクリ

ｰムをぬり,食塩のタブレットをのみ,水やジュｰスを

年中胃に流しこんだ｡

このようた厳しい条件であったが,たいへんに優れた

リｰダｰのもと,参加者にも恵まれて自然の景観を楽し

むことができた｡また改めて日本の地質について思いを

至すことができた｡
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この巡検においてもっとも印象的であったのは,中生

代以後,とくに白亜紀以後における地殻変動･火成活動

の東アジアとの類似性である｡アメリカではLaramide

Orogenyとよばれ,東アジアでは燕山変動とよばれる

特異な造構運動(松本,1952)が,太平洋の両岸てほぼ同

時に進行したという事実である｡この点については,す

でに指摘もあるが(松本,1978;藤田,1980;矢野,1985),

改めて自らの目で見て強い印象をうげたわけである｡こ

の時期に,環太平洋諸地域に酸性深成岩の活発た活動が

あり,カルクアルカリ岩の火山活動がおこたわれる｡陥

没盆地には粗粒た陸源性の砕暦岩が堆積する｡この過程

が古第三紀から新第三紀にひきつづき,第四紀の火山帯

･地震帯の形成にいたるわげである｡このようた変動

は,松本(1975)も予想しているように,マントル全体

が関与するようなものであったであろうと考える｡

今後さらに比較構造論的な視点から,地域をひろげ,

また時代も古生代,さらに古い時代にまで検討対象を広

げて上記の考えを検討していきたいと考えている｡
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最近中国で発見された新鉱床

岸本文男工

江西省で新形式の金鉱床発見

江西省有色金属地質勘探公司の第4地質大隊第1分隊

は8年間もの努力を経て,この度,省東北部の金山(地

名)地区で大型初生金鉱床の第一期探査試錐を行い,そ

の地質の特徴カミ普通の石英脈型金鉱床とよく似ていると

ころと明らかに異なる点を明らかにし,“金山式"とい

う新しい金鉱床タイプ区分を提起した｡この発見は,中

国南部の弱変成岩系中の金鉱床探査に新しい判例を提供

するものと次った｡

金山地区は江南古陸東端の南縁,江西省東北部の深在

大断裂の北西側に位置する｡付近には,大型船･亜鉛鉱

床と大型銅鉱床がある｡金山金銭床は先震旦系双橋山層

群の弱変成岩系中に賦存する｡これまでの研究で明らか

にたったことは,金山鉱床の金鉱体では合金石英脈が発

達せず,変質岩類の鉱化作用カミいちじるしいことであ

り,少量の石英脈を随伴した変質岩類が比較的厚い可採

鉱体を形作っていることであり,鉱体の構造･組織,鉱

物共生の組合娃,側岩の変質現象がいずれも熱水成の特

徴を備えていることである｡その金の濃集と珪化･黄鉄

鉱化･絹雲母化の強さは密接た相関性を示し,造鉱元素

の組合音は単純で,Cu,Pb,Zn,Ag,W,Mn,Snな

どの元素の含有率カミ低く,その変化が小さく,Au/Ag値

が比較的大きく,自然金のAu含有率が95.0-99.5形で

あるたど,この金鉱床の特徴はいわゆる緑色岩型金鉱床

に似ているが,金の主た同伴鉱物である黄鉄鉱の含有率

がト2%であり,黄鉄鉱の中でも細粒･5角12面体のも

のの合金率がもっとも高い｡このような特徴は,一般の

石英脈型金鉱床と明らかに異なっている｡

先震旦紀の弱変成岩は広西壮族自治区,湖南省,江西

省,福建省に広く分布し,これらの省は鉱物資源が豊か

である｡“金山式"金鉱床の発見は,中国南部の弱変成

岩系中における金鉱床の探査にとって重要な意義を備え

ている｡王華(中国地質報1989.3.6)

1)元所員:〒152東京都目黒区東が丘1-23-21
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